






要約:

小学生から高校生までの喘息患者を持つ保護者に対して、学校生活上の問題点についてア

ンケート調査を行った。その結果、学校側の喘息に対する理解が不足していると感じてい

る保護者が約半数いることが明かとなった。また、医師の指示以外で給食、体操の制限を

受けている児童がかなり存在することが明かとなった。このことは、学校側の喘息に対す

る理解不足も関係していると推測される。今後、教員を対象とした慢性疾患の勉強会等を

定期的に開催するようなシステム作りが重要である。


